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ご
あ
い
さ
つ

千
葉
県
帰
性
会

常
務
理
事

加

藤

義

昭

皆
さ
ま
方
に
は
、
日
頃
、
更
生
保
護
法
人

「
千
葉
県
帰
性
会
」
に
対
し
ま
し
て
暖
か
い

ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

衷
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

ご
周
知
の
如
く
、
当
施
設
は
、
犯
罪
や
非

行
を
犯
し
た
人
が
更
生
し
、
新
た
な
る
人
生

に
か
け
よ
う
と
誓
い
な
が
ら
、
頼
る
べ
き
家

族
や
縁
故
者
が
お
ら
ず
、
困
っ
て
い
る
人
を

保
護
し
、
社
会
復
帰
が
果
た
せ
る
よ
う
に
手

助
け
を
す
る
施
設
で
す
。

ま
た
、
保
護
司
・
更
生
保
護
女
性
会
・
Ｂ

Ｂ
Ｓ
会
員
等
々
、
犯
罪
や
非
行
防
止
の
た
め

に
活
動
さ
れ
て
い
る
方
々
の
研
修
、
研
究
、

会
議
の
場
と
な
り
、
明
る
い
社
会
を
つ
く
る

拠
点
で
も
あ
り
ま
す
。

人
は
皆
、
素
晴
ら
し
い
水
晶
の
玉
の
心
を

持
っ
て
生
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
日
々
無

意
識
の
う
ち
に
少
し
ず
つ
玉
を
曇
ら
せ
て
ゆ

く
。

い
つ
の
ま
に
か
厚
い
欲
の
汚
れ
に
覆
わ
れ
、

本
来
の
自
分
を
見
る
事
が
出
来
ず
忘
れ
去
っ

て
い
る
。

故
事
に
『
艱
難
汝
を
玉
に
す
』
と
あ
り
ま

す
。
私
は
、
己
の
心
の
垢
を
洗
い
流
す
気
持

ち
で
、
こ
の
仕
事
の
お
手
伝
い
を
し
て
ゆ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

特
に
賛
助
会
員
各
位
の
ご
支
援
と
ご
指
導

ご
協
力
を
お
願
い
し
、
一
人
で
も
早
く
社
会

復
帰
し
、
安
心
し
て
住
み
よ
い
社
会
が
生
ま

れ
る
事
を
祈
念
し
て
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

【
注
釈
】

艱
難(

か
ん
な
ん)

汝(

な
ん
じ)

を
玉(

た
ま)

に
す

「
か
ん
な
ん
な
ん
じ
を
た
ま
に
す
」

を
大
辞
林
で
調
べ
た
と
こ
ろ

『
苦
労
や
困
難
を
堪
え
て
こ
そ
立
派
な
人
間
に
な

れ
る
』

〔
補
説
〕

西
洋
の
諺(

こ
と
わ
ざ)

「
逆
境
は
人
を

賢
く
す
る
」
の
意
訳
と
い
う

と
あ
り
ま
し
た
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千葉県帰性会だより

『
ふ
く
で
ん
』
と
は
千
葉
県
帰

性
会
が
過
去
「
千
葉
福
田
院
」
と

称
し
た
こ
と
に
因
み
、
名
づ
け
た

も
の
で
あ
る
。

「
福
田
」
と
は
佛
教
語
で
「
善
い

行
い
の
種
子
を
蒔
い
て
、
福
徳
の

収
穫
を
得
る
田
畑
」
と
の
意
味
で

あ
る
。

題
字
を
書
い
て
戴
い
た

成
田
山

新
勝
寺
貫
首
で
あ
り
千
葉
県
帰
性
会

理
事
長
で
も
あ
る
橋
本
照
稔
氏
に
、

こ
の
広
報
誌
を
「
ふ
く
で
ん
」
と
名

付
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

食堂に掲示（絵手紙グループ「ほほえみ」の作品）

季節ごとに、きれいな楽しい絵手紙を戴いています

＊＊＊＊＊＊
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更
生
保
護
施
設
の
展
望

千
葉
保
護
観
察
所

処
遇
部
門
二

第
二
統
括

統
括
保
護
観
察
官

濱

近

羊

子

平
成
二
十
年
四
月
一
日
付
で
千
葉
県
の
更
生
保
護
の

仲
間
入
り
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
嬉
し
く
思
っ
て
お
り

ま
す
。
更
生
保
護
施
設
の
担
当
は
、
今
年
三
月
ま
で
勤

務
し
て
い
た
福
島
に
次
い
で
二
回
目
で
す
。

更
生
保
護
施
設
は
、
い
ま
過
度
期
を
迎
え
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
昨
年
度
立
ち
上
が
っ
た
有
識
者
会
議
で
あ

る
「
更
生
保
護
施
設
検
討
会
」
で
は
、
更
生
保
護
施
設

の
果
た
す
べ
き
役
割
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
議
論
が

な
さ
れ
て
い
ま
す
。
更
生
保
護
施
設
は
、
宿
泊
と
食
事

を
提
供
す
る
施
設
か
ら
、
更
生
保
護
事
業
法
施
行
を
機

に
処
遇
が
位
置
づ
け
ら
れ
、
い
ま
や
、
行
き
場
が
な
い

高
齢
者
や
障
害
者
の
受
け
皿
と
な
る
こ
と
も
求
め
ら
れ

る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

し
か
し
、
「
言
う
は
易
く
行
う
は
難
し
」
の
と
お
り
、

高
齢
者
や
障
害
者
を
受
け
入
れ
る
に
は
、
バ
リ
ア
フ
リ

ー
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
だ
け
で
な
く
、
職
員
体
制
や
委
託

費
等
ソ
フ
ト
面
で
も
大
変
革
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
国
設
・
国
営
の
沼
田
町
就
業
支
援
セ
ン
タ

ー
や
自
立
更
生
促
進
セ
ン
タ
ー
の
開
業
が
実
現
す
る
こ

と
に
な
り
、
更
生
保
護
施
設
の
役
割
自
体
が
議
論
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
こ
と
は
や
む
を
得
な
い
も
の
と
思
い
ま

す
。

私
が
い
た
福
島
で
は
、
地
域
の
貧
困
な
無
職
対
象
者

の
状
況
打
開
を
図
っ
て
、
更
生
保
護
施
設
に
入
所
さ
せ

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
者
は
、
協
力
雇
用
主
の

許
で
稼
動
し
免
許
を
取
得
し
て
地
域
に
戻
っ
て
い
き
ま

し
た
。

車
が
な
い
と
生
活
で
き
な
い
福
島
な
ら
で
は
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
で
す
が
、
今
後
は
、
行
き
場
が
な
い
対
象
者
の

住
居
確
保
に
留
ま
ら
ず
、
地
域
処
遇
の
助
っ
人
的
な
役

割
も
期
待
さ
れ
る
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

思
う
こ
と

千
葉
保
護
観
察
所

処
遇
部
門
二

保
護
観
察
官
（
帰
性
会
担
当
官
）

田

中

浩

「
蟹
工
船
」
と
い
う
戦
前
の
小
説
が
版
を
重
ね
て
読

ま
れ
て
い
る
。
逃
げ
場
の
な
い
苛
酷
な
労
働
環
境
の
中

で
、
何
重
に
も
搾
取
さ
れ
る
絶
望
感
か
ら
労
働
者
達
の

暴
動
が
発
生
す
る
と
い
う
物
語
だ
が
、
現
代
の
派
遣
労

働
者
が
共
感
を
持
っ
て
読
ん
で
い
る
と
言
わ
れ
る
。
解

雇
さ
れ
れ
ば
、
即
、
住
居
不
定
無
職
に
追
い
込
ま
れ
る

派
遣
労
働
者
の
不
安
感
や
焦
燥
感
、
這
い
上
が
ろ
う
に

も
道
筋
が
見
つ
か
ら
な
い
絶
望
感
が
小
説
の
世
界
と
二

重
写
し
に
な
る
。

秋
葉
原
の
大
量
無
差
別
殺
人
の
犯
人
も
そ
う
し
た
派

遣
労
働
者
だ
っ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
仮
想
空
間
の

み
が
、
唯
一
「
世
界
と
の
つ
な
が
り
」
を
彼
に
感
じ
さ

せ
て
く
れ
た
が
、
そ
の
ネ
ッ
ト
か
ら
も
見
放
さ
れ
た
と

き
、
彼
は
爆
発
し
た
。

社
会
や
家
族
、
ど
こ
に
も
自
分
の
居
場
所
が
無
い
と

思
う
と
き
、
人
は
生
き
る
意
味
を
失
う
の
だ
ろ
う
。
更

生
保
護
施
設
で
保
護
を
受
け
る
者
も
、
居
場
所
を
喪
失

し
た
人
達
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
人
々
を
叱
咤
激
励
し
、

再
び
居
場
所
を
見
つ
け
さ
せ
る
の
が
、
私
達
の
仕
事
な

の
か
も
し
れ
な
い
。

職
員
と
し
て

千
葉
県
帰
性
会

補
導
員

小

堀

和

人

何
も
わ
か
ら
な
い
更
生
保
護
の
世
界
に
飛
び
込
ん
で
、

今
年
で
五
年
目
に
な
り
ま
し
た
。

は
じ
め
の
頃
、
対
象
者
の
接
し
方
で
首
を
か
し
げ
た

く
な
る
こ
と
や
・
と
ま
ど
い
の
連
続
で
し
た
。

五
年
目
を
迎
え
た
今
で
も
と
ま
ど
い
が
あ
り
ま
す
が
、

あ
の
頃
に
比
べ
る
と
少
な
く
な
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

更
生
保
護
施
設
で
の
被
保
護
者
と
の
接
触
が
、
毎
日

勉
強
で
す
。
継
続
は
“
力
”
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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原
付
免
許
を
と
っ
て被

保
護
者

（
19
歳
）

僕
は
、
十
九
歳
で
す
。
一
月
十
八
日
に
鑑
別
所
を
出

て
審
判
を
受
け
て
更
生
保
護
施
設
千
葉
県
帰
性
会
に
入

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

土
木
の
仕
事
自
体
初
め
て
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら

け
で
全
然
動
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

昔
の
僕
だ
っ
た
ら
ガ
マ
ン
な
ん
て
、
で
き
ず
に
す
ぐ

に
土
木
の
仕
事
を
辞
め
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

で
も
、
僕
は
ガ
マ
ン
を
し
ま
し
た
。
も
し
か
し
た
ら

生
ま
れ
て
初
め
て
ガ
マ
ン
を
し
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ガ
マ
ン
を
し
て
毎
日
仕
事
を
し
て
い
た
ら
、
現
場
の

動
き
が
わ
か
る
よ
う
に
な
り
仕
事
が
だ
ん
だ
ん
楽
し
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
に
、
帰
性
会
の
施
設
長
が
「
原
付
の
免
許

を
と
っ
て
こ
い
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

初
め
は
、
全
然
の
る
気
は
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
す

が
・
・
・
い
ざ
原
付
の
試
験
を
や
っ
て
み
る
と
、
合
格

を
し
て
い
て
す
ご
く
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

今
度
は
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
免
許
を
と
ろ
う
と
思
い

ま
す
。

帰
性
会
で
の
生
活
・
職
員
・
先
輩
が
少
な
か
ら
ず
僕

の
こ
と
を
変
え
て
く
れ
た
気
が
し
ま
す
。

帰
性
会
を
出
て
か
ら
も
、
こ
こ
で
過
ご
し
た
こ
と
を

忘
れ
ず
に
、
も
う
二
度
と
罪
を
重
ね
る
こ
と
は
な
い
生

活
を
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。（
原
文
の
と
お
り
）

昨
年
よ
り
も
多
く
の
方
に
御
賛
助
い
た
だ
き
誠
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

【

平
成
十
九
年
度
末
現
在
の
会
員

】

賛
助
会
員
（
順
不
同
、
敬
称
省
略
）

個

人

千
葉
春
彦

関
晴
子

石
井
本
子

田
中
成
章

石
井
尭
慧

橋
本
照
稔

鈴
木
喜
美
子

君
塚
淳

加
藤
義
昭

川
名
清
司

安
藤
真
謙

鈴
木
靜
雄

岡
野
康
男

小
畑
哲
夫

広
田
照
滋

山
﨑
照
義

五
井
野
照
秀

鈴
木
照
彦

旭
照
愿

工
藤
照
淳

岸
田
照
泰

白
鳥
照
誉

小
島
和
子

石
川
隆
教

島
根
康
堂

深
山
俊
男

佐
野
潤
一
郎

角
田
奨

向
谷
匡
史

押
尾
文
雄

中
井
昌
子

木
田
信
秀

花
島
田
鶴
子

髙
橋
紀
男

阿
地
敏
子

岡
野
義
広

佐
藤
誠
泉

新
井
貞
男

野
上
佳
成

川
嶋
義
一

団

体

京
葉
事
務
器
株
式
会
社

宗
教
法
人
宗
胤
寺

野
田

地
区
保
護
司
会

株
式
会
社
ホ
ン
ダ
カ
ー
ズ
千
葉
中

央

有
限
会
社
中
央
自
動
車
工
業

宗
教
法
人
最
上

寺

延
命
寺
（
富
津
市
）

早
野
商
事
株
式
会
社

臨
済
宗
妙
心
寺
派
大
龍
寺

社
団
法
人
千
葉
県
自

動
車
整
備
振
興
会

千
葉
県
自
動
車
販
売
店
協
会

株
式
会
社
ホ
ン
ダ
ク
リ
オ
千
葉

千
葉
県
軽
自
動
車

協
会

印
旛
地
区
保
護
司
会
成
田
支
部

千
葉
市
仏

教
会

円
勝
寺

證
明
寺

龍
正
院

常
蓮
寺

超

林
寺

延
命
寺
（
千
葉
市
）

印
旛
地
区
保
護
司
会

印
西
支
部

印
旛
地
区
保
護
司
会
八
街
支
部

成
田

山
深
川
不
動
堂

自
性
院

成
田
山
八
街
分
院
不
動

院

秀
覚
寺

印
旛
地
区
保
護
司
会
佐
倉
支
部
酒
々

井
町
分
会

印
旛
地
区
保
護
司
会
佐
倉
支
部
四
街
道

市
分
会

株
式
会
社
ホ
ン
ダ
プ
リ
モ
木
更
津

株
式

会
社
ホ
ン
ダ
カ
ー
ズ
柏

株
式
会
社
ホ
ン
ダ
カ
ー
ズ

東
総

株
式
会
社
ホ
ン
ダ
ベ
ル
ノ
京
葉

株
式
会
社

ホ
ン
ダ
プ
リ
モ
新
千
葉

株
式
会
社
ホ
ン
ダ
プ
リ
モ

千
葉
北

株
式
会
社
ホ
ン
ダ
ク
リ
オ
総
武

八
街
地

区
更
生
保
護
女
性
会

株
式
会
社
ホ
ン
ダ
プ
リ
モ
栗

山

株
式
会
社
ホ
ン
ダ
カ
ー
ズ
東
葛

株
式
会
社
ホ

ン
ダ
プ
リ
モ
小
見
川

株
式
会
社
ホ
ン
ダ
プ
リ
モ
東

葉

宝
樹
院

宗
教
法
人

栄
福
寺

有
限
会
社
尾

出
商
店

株
式
会
社
髙
長
谷
商
店

株
式
会
社
崑
崙

印
刷

株
式
会
社
昭
和
広
告
社

有
限
会
社
小
川
建

築
板
金

ラ
ウ
ン
ジ
・
ミ
ン
ト

宗
教
法
人

光
明

寺

唱
題
寺

は
る
の
や

大
願
寺

千
葉
エ
コ
ー

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

冨
田
電
気
工
業
株
式
会
社

天
羽
中
学
校

八
街
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会

株
式
会
社
マ
ツ
ザ

キ
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス

あ
い
お
い
損
害
保
険
株
式
会

社
千
葉
本
部
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多
く
の
皆
様
の
御
寄
付
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

【

平
成
一
九

年
度

分

】

寄
付
者
（
順
不
同
、
敬
称
省
略
）

個

人

長
谷
川
照
善

鈴
木
武

川
口
み
き

鶴
岡
志
さ
江

長
岡
章

野
口
雅
俊

田
中
勇

成
田
サ
エ

山
下

て
る
子

加
瀬
光
子

高
木
利
子

山
本
志
津
子

遠
藤
正
一

花
島
田
鶴
子

小
畑
哲
夫

岡
野
悦
子

関
晴
子

小
畑
芙
佐
子

土
佐
忠
男

伊
藤
孝
子

土
屋
芳
男

坪
井
初
枝

田
中
成
章

石
川
文
英

君
塚
淳

児
玉
重
夫

長
沼
秀
明

加
藤
義
昭

小
宮
登
美
子

安
井
洋
一

橋
本
照
稔

佐
藤
光
久

石
橋
毅

石
井
元
子

柳
楽
大
輔

安
井
兼
光

坂
宮
敬
三

団

体

東
葛
地
区
更
生
保
護
女
性
会

若
葉
地
区
保
護
司
会

緑
地
区
更
生
保
護
女
性
会

株
式
会
社
君
塚
鉄
筋

更
生
保
護
法
人

千
葉
県
更
生
保
護
助
成
協
会

千
葉
県
保
護
司
会
連
合
会

千
葉
県
流
通
商
防
犯
協
力
会

更
生
保
護
法
人

更
生
保
護
事
業
振
興
財
団

有
限
会
社
丸
善
建
設

花
見
川
地
区
更
生
保
護
女
性
会

千
葉
市
更
生
保
護
女
性
会
連
絡
協
議
会

長
生
地
区
更
生
保
護
女
性
会

茂
原
地
区
更
生
保
護
女
性
会

株
式
会
社
西
船
企
業

長
生
地
区
保
護
司
会

長
柄
地
区
更
生
保
護
女
性
会

富
里
地
区
更
生
保
護
女
性
会

小
池
海
苔
店

千
葉
市
保
護
司
会
連
絡
協
議
会

君
津
地
区
更
生
保
護
女
性
会

八
街
少
年
院

香
取
地
区
更
生
保
護
女
性
会

銚
子
地
区
更
生
保
護
女
性
会

市
原
地
区
更
生
保
護
女
性
会

市
原
支
部

夷
隅
地
区
更
生
保
護
女
性
会

大
多
喜
支
部

夷
隅
地
区
更
生
保
護
女
性
会

株
式
会
社
辰
健

貝
塚
第
一
町
内
会

市
原
地
区
更
生
保
護
女
性
会

五
井
支
部

市
原
地
区
更
生
保
護
女
性
会

姉
ヶ
崎
支
部

絵
手
紙
サ
ー
ク
ル
「
ほ
ほ
え
み
」

更
生
保
護
法
人

自
誠
会

更
生
保
護
法
人

立
川
更
生
保
護
財
団

豊
和
建
設
株
式
会
社

千
葉
県
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟

君
塚
鉄
筋
株
式
会
社

稲
毛
地
区
更
生
保
護
女
性
会

佐
倉
市
社
明
実
施
委
員
会

中
央
地
区
保
護
司
会

野
田
地
区
更
生
保
護
女
性
会

印
旛
村
社
明
実
施
委
員
会

安
房
地
区
更
生
保
護
女
性
会

富
里
地
区
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会

習
志
野
八
千
代
地
区
保
護
司
会
八
千
代
支
部

八
千
代
地
区
更
生
保
護
女
性
会

市
原
地
区
更
生
保
護
女
性
会

辰
巳
支
部

若
葉
地
区
更
生
保
護
女
性
会

花
見
川
地
区
保
護
司
会

成
田
市
更
生
保
護
女
性
会

習
志
野
八
千
代
地
区
保
護
司
会
習
志
野
支
部

習
志
野
市
更
生
保
護
女
性
会

市
原
地
区
更
生
保
護
女
性
会

市
津
支
部

四
街
道
市
更
生
保
護
女
性
会

市
原
地
区
更
生
保
護
女
性
会

有
秋
支
部

市
原
地
区
更
生
保
護
女
性
会

ち
は
ら
台
支
部

船
橋
市
更
生
保
護
女
性
会

松
戸
地
区
更
生
保
護
女
性
会

稲
毛
地
区
保
護
司
会

市
原
地
区
更
生
保
護
女
性
会

加
茂
支
部

つ
く
も
ス
タ
ジ
オ

千
葉
県
更
生
保
護
女
性
会
連
盟

市
川
地
区
更
生
保
護
女
性
会

睦
沢
町
更
生
保
護
女
性
会

市
原
地
区
更
生
保
護
女
性
会

三
和
支
部

19.4.1

～

20.3.31
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高
額
寄
付
者
に
対
す
る
感
謝
状
贈
呈

（
順
不
同
、
敬
称
省
略
）

法
務
大
臣
の
感
謝
状

千
葉
市

千
葉
県
流
通
商
防
犯
協
力
会

千
葉
市

花
島
田
鶴
子

銚
子
市

野
口

雅
俊

千
葉
市

坂
宮

敬
三

銚
子
市

土
佐

忠
男

印
旛
村

小
畑

哲
夫

委
員
長
の
感
謝
状
（
関
東
地
方
更
生
保
護
委
員
会)

千
葉
市

長
谷
川

照
善

千
葉
市

㈱
西
船
企
業

千
葉
市

土
屋

芳
男

銚
子
市

安
井

洋
一

平
成
十
九
年
度
は
、
更
生
保
護
振
興
財
団
よ
り
多

額
の
助
成
金
を
頂
い
て
陸
屋
根
の
防
水
補
修
工
事
を

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

帰
性
会
の
施
設
は
、
昭
和
五
十
六
年
完
成
の
鉄
骨

二
階
建
て
の
建
物
で
あ
り
、
老
朽
化
に
伴
い
補
修
が

必
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

屋
根
は
防
水
部
分
が
水
ぶ
く
れ
の
よ
う
に
膨
れ
上

が
っ
て
い
ま
し
た
が
、
補
修
工
事
に
よ
り
雨
漏
り
の

心
配
も
な
く
な
り
ま
し
た
。
ご
援
助
に
厚
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

千葉保護観察所長さんから感謝状が伝達されました

記念写真を撮影し、ささやかな祝賀会を行っています

帰性会の屋上

工事が完成しました

帰性会全景

国道５１号線に面

しているのです

屋
根
の
防
水
補
修
工
事
が
完
成
し
ま
し
た

社
会
奉
仕
作
業

平
成
十
九
年
度
も
、
本
当
に
多
く
の
方
々
か
ら

更
生
保
護
事
業
に
対
す
る
暖
か
い
ご
理
解
と
ご
支

援
を
賜
り
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

被
保
護
者
に
は
、
改
善
更
生
を
願
っ
て
の
ご
支

援
で
あ
り
、
立
派
な
社
会
人
と
し
て
更
生
し
て
恩

返
し
を
と
伝
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
墓
地･

公
園
清
掃
等
の
奉
仕
作
業

の
場
所
や
機
会
を
、
も
っ
と
増
や
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

墓地の清掃奉仕

体が悪くても できる仕事から

チャレンジしています。

ご
支
援
下
さ
る
皆
様
へ
の
恩
返
し
の
つ
も
り
で
、

そ
し
て
社
会
復
帰
の
第
一
歩
と
し
て
、
就
職
が
で
き

る
ま
で
の
間

墓
地
や
公
園
の
清
掃
な
ど
の
奉
仕
作
業

を
し
て
お
り
ま
す
。

奉
仕
作
業
で
は
あ
り
ま
す
が
、
謝
礼
と
し
て
僅
か

な
額
で
も
報
酬
を
頂
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の

謝
礼
金
を
コ
ツ
コ
ツ
と
貯
め
、
就
職
す
る
た
め
の
準

備
と
し
て
運
転
免
許
証
の
再
取
得
代
に
充
て
た
者
も

い
ま
す
。
背
広
や
靴
を
買
っ
た
者
も
い
ま
す
。
い
ろ

い
ろ
な
事
に
感
謝
を
し
な
が
ら
作
業
し
て
い
ま
す
。
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グ ラ フ で み る 収 容 状 況

平成 1９年度

昨年度は、定員 20 名のこの施設ですが、1 日

平均人員を 95％の 19 名として事業計画を立てて

いましたが、18.3 名と達成できませんでした。

本年度は、目標を達成し、1 人でも多くの人の

自立更生を支援し、明るい犯罪のない社会作りに

貢献したいと思っています。

年度別１日平均人員

21.1

18.8

20.1 20

18.3

16.5
17

17.5
18

18.5
19

19.5
20

20.5
21

21.5

平成１５年度 平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度 平成１９年度

年度別入会人員

93

113

143

104
91

0

20

40

60

80

100

120

140

160

平成１５年度 平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度 平成１９年度

年度別退所理由

0

20

40

60

80

100

120

140

160

１５年度 １６年度 １７年度 １８年度 １９年度

その他

事故退所

無断退所

勧告退所

円満退所

保護の期間

21%11%

30% 12%
9%5%

7%

5%

５日未満 10日 〃 20日 〃 １月 〃

２月 〃 ３月 〃 ６月 〃 １年 〃

退所理由

1%4%7%

0%

88%

円満退所 勧告退所 無断退所 事故退所 その他

退所先

17%

40%

0%
9%

5%

18%

11%

親 族 知人･友人 下宿・借家等 就業先 社会福祉施設 その他 不 詳

退所時の職業

5%

64%

22%
7%1% 1%

販売 サービス業 運輸 建設・労務 無職者 不詳
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被
保
護
者
（
62
歳
）

早
い
も
の
で
帰
性
会
に
入
所
し
て
か
ら
も
う
一
ヶ
月

が
過
ぎ
る
。
内
心
、
最
初
の
第
一
日
目
色
々
な
意
味
で

緊
張
し
た
。
こ
れ
か
ら
一
ヶ
月
社
会
見
学
を
含
め
仮
釈

放
の
実
施
に
対
応
す
る
為
の
生
活
を
す
る
の
だ
と
、
思

う
と
よ
り
一
層
気
が
引
き
締
ま
る
思
い
だ
っ
た
。
で
も
、

そ
の
喜
憂
は
一
日
で
な
く
な
っ
た
。

施
設
長
と
の
何
年
か
ぶ
り
の
再
会
…
懐
か
し
か
っ
た
。

私
は
、
バ
ン
ド
活
動
や
懲
罰
委
員
会
で
の
面
接
等
で

い
ろ
い
ろ
と
指
導
も
受
け
て
い
た
の
で
尚
更
良
く
覚
え

て
い
た
。
そ
ん
な
施
設
長
の
元
、
生
活
し
易
い
毎
日
で

も
あ
っ
た
。

一
週
間
以
内
で
免
許
更
新
、
住
民
票
等
の
手
続
き
を

済
ま
せ
た
は
い
い
が
、
残
り
の
３
週
間
近
く
は
実
際
の

と
こ
ろ
退
屈
と
い
う
か
毎
日
が
た
い
へ
ん
だ
っ
た
気
が

す
る
。

東
京
や
千
葉
の
各
地
を
毎
日
の
よ
う
に
交
通
手
段
や

自
転
車
等
を
使
っ
て
見
学
し
た
。
三
十
年
の
歳
月
は
ひ

と
昔
も
ふ
た
昔
も
私
を
浦
島
太
郎
に
し
て
し
ま
っ
て
い

た
。
ビ
ル
の
群
、
人
、
人
の
波
、
自
動
車
、
交
通
機
関

の
増
大
に
は
、
ま
ず
目
を
み
は
っ
た
。

携
帯
電
話
が
実
生
活
に
し
め
る
重
要
性
を
痛
感
。
カ

ー
ド
の
普
及
、
全
て
が
コ
イ
ン
か
紙
幣
で
売
買
で
き
る

商
売
や
買
い
物
シ
ス
テ
ム
。
百
円
均
一
等
の
格
安
な
店

の
状
況
、
物
品
の
溢
れ
る
程
の
量
に
惑
い
、
テ
レ
カ
に

よ
る
電
話
に
も
よ
う
や
く
慣
れ
た
。

酒
、
煙
草
は
、
今
の
と
こ
ろ
、
一
滴
、
一
本
も
吸
飲

な
し
嫌
煙
で
は
な
い
が
今
、
煙
草
の
け
む
り
が
妙
に
嫌

で
た
ま
ら
な
い
。
こ
の
ま
ま
多
分
止
め
ら
れ
る
と
確
心

し
て
い
る
。

酒
は
何
故
か
飲
む
の
が
怖
い
気
が
す
る
。
何
か
急
性

ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
に
で
も
な
っ
て
身
体
が
ど
う
に
か
な

り
そ
う
な
気
が
す
る
の
で
今
の
と
こ
ろ
飲
ま
な
い
ま
ま

で
行
こ
う
と
思
っ
て
い
る
。

長
期
の
者
は
せ
っ
か
く
一
ヶ
月
間
も
あ
る
の
で
何
か

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
こ
と
で
も
良
い
の
で
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

や
何
に
か
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
等
の
指
導
や
起
業
の
斡
旋

を
ど
ん
ど
ん
し
て
欲
し
い
と
思
う
。

私
も
機
会
は
あ
っ
た
が
結
局
起
業
ま
で
行
か
な
か
っ

た
。
た
と
え
一
日
、
二
日
で
も
働
く
こ
と
の
重
み
や
日

給
等
の
実
感
を
味
合
い
た
か
っ
た
と
思
う
。

下
志
津
駐
屯
地
内
の
調
理
仕
事
は
是
非
や
り
た
か
っ

た
の
だ
が
夏
か
ら
だ
と
い
う
の
で
ダ
メ
に
な
っ
た
残
念

で
も
あ
る
。

こ
れ
か
ら
京
都
へ
帰
り
、
母
、
姉
の
元
、
生
活
し
な

が
ら
神
戸
の
兄
弟
弟
子
の
と
こ
ろ
に
、
半
月
で
も
い
い

か
ら
、
調
理
見
習
い
の
つ
も
り
で
、
現
在
の
起
業
事
情

を
勉
強
し
て
一
日
も
早
く
、
ホ
テ
ル
か
旅
館
、
料
亭
等

に
起
業
し
た
い
と
思
う
。

若
い
と
思
っ
て
も
身
体
が
結
構
動
か
な
い
気
も
す
る

が
、
何
と
か
気
力
を
振
り
絞
り
頑
張
り
た
い
と
思
う
。

ま
ず
起
業
に
従
事
す
る
こ
と
、
こ
れ
が
更
生
の
第
一
歩

と
考
え
て
い
る
。

新
し
い
出
発
に
際
し
、
短
い
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が

施
設
長
は
じ
め
職
員
皆
様
の
温
か
い
ご
指
導
改
め
て
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。（
原
文
の
と
お
り
）

箱根駅伝（昭和 22 年 第 23 回）

今
号
で
は
、
千
葉
県
帰
性

会
の
理
事
の
お
一
人
で
あ
る
齊
藤
雅
次
先
生

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

先
生
は
、
昭
和
二
十
二
年

第
二
十
三
回
箱
根

駅
伝
大
会
に
中
央
大
学
チ
ー
ム
の
往
路
第
二
区

の
走
者
と
し
て
出
場
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
は
砂

利
道
を
マ
ラ
ソ
ン
足
袋
で
走
ら
れ
た
と
の
こ

と
、
長
い
距
離
を
一
時
間
十
七
分
三
〇
秒
で
走

ら
れ
区
間
五
位
の
成
績
に
。

中
央
大
学
の
成
績
は
、
十
四
時
間
四
三
分
四
五

秒
。
優
勝
の
明
治
大
学
に
は
わ
ず
か
五
七
秒
の

差
で
二
位
と
な
り
、
と
て
も
残
念
だ
っ
た
と
の

こ
と
で
し
た

ち
な
み
に
八
十
一
歳
に
な
ら
れ
た
現
在
も
、
大

変
お
元
気
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

千
葉
県
帰
性
会

理
事

齊
藤

雅
次
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『
ふ
く
で
ん

第
３
号
』
の
発
行
で
す
。
昨
年
は
、

発
行
が
遅
れ
ま
し
た
。
本
年
は
、
そ
の
様
な
こ
と
の
な

い
よ
う
に
原
稿
を
集
め
ま
し
た
が
、
大
変
で
し
た
。
間

違
い
も
多
々
あ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
お
許
し
願
い

た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
千
葉
県
帰
性
会
と
入
力
し
て
ご
覧
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

ホームページアドレスは

http://www.chibaken-kiseikai.org/

または 検索欄に『帰性会』と入力して検索してください。

千葉県帰性会でも ホームページを開設しています。帰性

会の名前の由来や施設のこと、今までに発行した「ふく

でん」も読んだり、印刷したりできるようにしていま

す。仕事の合間に少しずつ更新していますので、職場や

お家でインターネットを楽しんでおられる皆様にもぜひ

一度ご覧になっていただければと思います。

これからどんなことを載せていけばよいか、まだまだ考

えながらの状態です。皆様のご意見・ご感想・アイデア

など、ぜひお聞かせください。

木の臼と杵を使っての「もちつき」です

臼でついたおもち

はとてもおいしい

のです

「おもちパーティー」です（集会室で）

ちびっ子からお年寄りまで、沢山の方々が参加してく

ださいました（帰性会 門の中で）

毎年恒例の「地域交流もちつき大会」

平成19年は12月23日の日曜日に盛大に行われ

ました。

この日ばかりは、子どもさん達の歓声で本当

に賑やかでした。100 名に近い参加者で集会

室に入りきれない状態でしたが、本当におい

しく頂きました。被保護者のお礼の言葉をも

って楽しい１日が終わりました。

千葉市更生保護女性会の皆さん、早朝よりお

手伝い頂きありがとうございました。

今年のもちつき大会も楽しみです。


